
防災訓練及び河川氾濫合同避難訓練を実施 
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1 面 防災訓練、河川氾濫合同避難訓練        3 面 施設の夏祭りのご案内 

2 面 骨粗鬆症、通所リハビリテーション     4 面 介護医療院について、診療のお知らせ 
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介護療養病床を介護医療院へ転換予定です 2018 年 7 月 2 日発行 第 64 号 
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介護医療院への転換の背景 

療養病棟には医療療養病床と介護療養病床とがあります。2018 年 4 月厚生労働省は介護療養病

床に対し、介護療養病床相当のサービスと老人保健施設相当以上のサービスの 2つのサービスが提

供されるよう介護医療院を創設し、転換及び促進を進めました。 

 

 

去る 5月 23 日水曜日、消防署の方の指導のもと火災を想定した消火訓練・通報訓練・避難訓練を実施し

ました。入院中の患者様はご自身で動ける方が少ないので担架を使ったり、シーツを担架代わりにして避

難訓練をしました。病院では年 2 回火災を想定した避難訓練と大規模災害を想定した訓練を実施していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

また、5月 24 日には牛尾病院デイケア、けやきの郷、もみじ館デイサービス、もみじ館グループホーム、

かるがも保育園による小貝川の氾濫を想定した合同避難訓練を実施しました。先般龍ケ崎市から配布され

た防災マップでも確認できますが、水害時は高台にある介護老人保健施設けやきの郷に避難するように避

難計画を策定しました。昨年の反省を活かし、各事業所が協力することでスムーズな連携が行え、想定時

間内に訓練を終了することができました。今回は龍ケ崎市危機管理課と健康増進課の職員の方にも訓練の

様子を見学していただきました。来年は龍ケ崎市危機管理課も交えた合同訓練を行う予定です。 

今後も常に危機意識を持ち患者様・利用者様の安心・安全を守れるように努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

呼吸器科 伊藤 昌之先生の診療予定日をお知らせします。 

 午前 午後 

７月 ４日・１８日 １１日・２５日 

８月 １日・２２日 ８日・１５日 

９月 ５日・１９日 １２日・２６日 

常勤医師の休診日をお知らせします。 

外科 牛尾 浩樹 院長 8/13(月)～8/16(木) 

外科 田中 秀行 先生 8/27(月)～8/30(木) 

内科 高木 聡  先生 7/28(土)、9/1(土)、9/3(月) 

内科 大原 三佳 先生 9/3(月)、9/4(火) 

※一部の日程で代診となる場合がございますのでお問い合わせください。 

 

主な変更点とお知らせ 

●病棟は変わりませんが、介護施設となるため、

入院ではなく「入所」となります。 

●介護料金が若干変わります。 

●患者様の状態に合わせて、ほかの施設にご紹介

させていただくことがあります。 

●現時点で入院されている患者様は、当面そのま

まお受入れします。 

介護医療院とは、医療と介護の複合的ニーズに対応

する施設です。現在の介護療養病床が担っている「慢

性期の医療機能」「看取り・ターミナルケア機能」と

共に「生活の場としての機能」を併せ持つ介護保険施

設です。 

⇒経鼻栄養チューブ挿入、点滴、吸引など医療行為が

あって介護度が高い患者様 

医療療養病棟とは、病状が慢性期に移行したが、医

療依存・特定疾患などで長期療養を目的とした患者様

が対象です。 

⇒難病、酸素が必要、麻薬管理が必要、深い褥瘡また

は多発する褥瘡、頻回な吸引、気管切開など医療区分

に該当する患者様 

 

※お盆（８月１３日～１５日）は、通常どおり診療を行っています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

3 

 

通所リハビリテーション 

 

 

 

 牛尾病院通所リハビリでは、在宅で生活されている要介護１～５の方 

を対象にリハビリテーションや入浴・レクリエーション等のサービスを 

提供しています。現在、1日に 35名前後の利用があり、バスでの送迎も 

行っています。理学療法士・作業療法士・言語聴覚士を配置しており、 

利用者様の個々の身体・精神機能を把握し、在宅生活に必要な機能・能 

力の回復に向けてアプローチをしています。痛みのケアや日常生活にお 

ける身体・生活の悩み等をお気軽にご相談いただける環境も整っています。また、定期的に担当療法士が

ご自宅を訪問し、ご家族からの相談を受け、在宅での生活状況を確認しリハビリ内容に反映しています。

レクリエーションは、書道・アート・フラワーアレンジなどがあり、カラオケや麻雀も行なっています。

ボランティアのコーラスやバンド演奏もあります。最近はアクティビティとして園芸、外食、買い物、屋

外散歩を行っており、利用者様には施設内だけでなく施設外での活動も取り入れ、より生活に沿った場面       

での活動を行なって頂いています。系列の介護老人保健施設けやき 

の郷にも通所リハビリがありますので、併せてよろしくお願いしま 

す。    

                  主任 阿部 寛 

 

 

※その他利用者様とご家族様のみ対象のお祭りもございます。（もみじ館・病院デイケア） 

介護老人保健施設

「けやきの郷」        

8/26（日） 

11:00～１４：３０ 

 

加齢と骨量変化 

・骨粗鬆症の早期発見と予防対策（栄養、運動、薬物、転倒予防）には、
整形外科外来の受診を、お勧めします。

最大骨量獲得
・栄養：Ca, Vit-D摂取
・運動：荷重(ジャンプ)運動
骨量維持
・骨検診で早期発見
・栄養、運動、薬物治療
骨折予防
・栄養、運動、薬物治療
・転倒予防

整形外科
大島博 (水・木曜)

・骨粗鬆症：骨量が減り、骨が弱くなって、骨折しやすくなる。
高齢化に伴い増加。骨折リスクが高まり、容姿変化が進む。

正常な骨 

密度が高
くて丈夫

 スカスカ 

してもろい 

骨粗鬆症

出典： 

骨粗鬆症：早期発見と予防対策が大切 

※掲載されている写真は、昨年の祭りの様子を撮ったものになります。 

特別養護老人ホーム 

「はなみずき」 

9/23（日） 

11:00～14：00 

特別養護老人ホーム

「ときわぎ」 

9/9（日） 

14：00～16：00 

介護付き有料老人ホーム 

「ひのき」 

9/2（日） 

10：30～14：00 


